お茶の水女子大学女性リーダー育成プログラム「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」

平成20年度「総合生命科学」講義概要

第1回　10月15日(水)　　松浦 悦子（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）

生命情報学を学ぶということ　(オリエンテーションを含む)
「総合生命科学」では、生命情報学の方法を学ぶとともに、多様な研究分野にどのように生命情報学が導入されているのか、さまざまな具体例にふれる。各自の研究について、新しい視点から考える機会となることを期待している。本講義では、ショウジョウバエを用いた研究を紹介する。

第2回　10月20日(月)　　 瀬々 潤（理学専攻　情報科学領域）
大規模生命情報のデータマイニングによる生命の理解

近年の技術進歩は、ゲノム配列、遺伝子発現、画像情報など、大量の生命情報観測を可能にしました。これにより、従来の局所的な解析から、生命全体の大域的な解析へと世界が移行しています。本講義では、これらの情報を複合的に理解し、生命の理解へと繋げるデータマイニング（データ解析）技術を紹介します。

第3回　10月22日(水)　　 近藤 るみ（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）

嗅覚・味覚受容体遺伝子群の比較解析からわかること

急速に蓄積している生物のゲノム配列情報を利用した研究の具体例として、嗅覚・味覚受容体遺伝子群の探索とそれらの分子進化学的解析の手法を解説する。また、嗅覚・味覚のしくみや進化について明らかになったことを紹介する。

第4回　10月27日(月)　　郷 通子（学長）

進化学と生命情報：ゲノム情報からタンパク質への情報の流れ

生物学が対象とする分子も、物質科学が対象とする分子も、その性質を決める原理は同じだが、生物の作る分子は、40億年の進化の歴史的産物である。生物の2大分子であるゲノムとタンパク質を対象に、文系の学部、大学院学生にも理解できるように、ゲノムからタンパク質への情報の流れから見える生物進化の側面を講義する。

第5回　10月29日(水)　　小川 温子（理学専攻　化学・生物化学領域）

糖鎖の生命における役割と生命情報学の活用
糖鎖は細胞表面や組織中において、様々な相互作用を介して、活性調節、送達マーカー、分子寿命の決定、情報伝達等の機能を果たしている。生命において重要な糖鎖機能発現を紹介するとともに、糖鎖情報の解読に向けて有益と思われる、糖鎖、抗体、レクチン、糖鎖遺伝子、抗糖鎖抗体データベース、ならびに糖鎖関連マイクロアレイをはじめとする研究リソースについても解説する。

第6回　11月 5日(水)　　今野 美智子（理学専攻　化学・生物化学領域）

タンパク質の立体構造に基づく活性サイトと機能の予測 

多くの生物のゲノム配列が完全解読されたが、配列から推定されたタンパク質の大部分は、機能が未知で、アミノ酸配列から機能を予測することが今後の課題であり、その問題点を解説する。また、構造が既知のタンパク質の立体構造を基に、立体構造の特徴を考えながら、その活性サイトを特定して機能を見出す考え方について解説する。

第7回　11月10日(月)　　由良 敬（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）

生命情報学の歴史

生命情報学は新しい学問分野と思われているが、生命情報学の歴史は分子生物学の歴史と同程度に古い。20世紀半ばに分子生物学が勃興し、生物をその構成分子から理解する動きが起こったと同時に、明らかになってきたデータをどのように解釈するのか、またどのようにすれば分子解像度のデータを得ることができるかの理論構築に、現在の生命情報学の起源がある。20世紀後半には、さまざまなデータが大量に得られるようになったとともに、高速のコンピュータが出現し、現在みられる生命情報学の発展がもたらされることとなった。生命情報学の歴史を紹介することで、生命情報学が目指していることの一端を概観する。

第8回　11月17日(月)　　和田 昭允（理事（非常勤））
「生命情報」について考える

「情報」とは「有意の秩序システム」である。それは一般的に１次元の記号配列であったり、2次元、3次元の絵画や彫刻、あるいは建造物として存在する。また、音波や電磁波の時系列秩序としての言葉や音楽、信号もある。では、「生命という存在」の秩序の有意性は何か？「生命情報」を総合的に理解するには、“生きる”という意味はなにか？どのように記録されるか？どのように表現されるか？そもそもどのようにして出来てきたのか？を考えなければならない。講義では、“生命界は物質界の部分空間である”という機械論的立場に立って、「“生きるという意味”を持った秩序」について解説する。

第9回　11月19日(水)　　諏訪 牧子（ライフサイエンス専攻　生命科学領域　客員教授；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業技術総合研究所生命情報工学研究センター）

ゲノム配列から読み解くタンパク質機能

バイオインフォマティクス手法を用いて、ゲノムワイドの視点からタンパク質の構造・機能、相互作用を解析し、機能メカニズムの理解を目指した内容を紹介します。特に、細胞表面に密集してシグナル情報伝達の制御スイッチとして働く受容体に焦点を当ててお話します。

第10回　12月 1日(月)　　油谷 幸代（ライフサイエンス専攻　生命科学領域　客員准教授；産業技術総合研究所生命情報工学研究センター）

遺伝子発現解析～発現プロファイルデータからのネットワーク推定～

本講義は、マイクロアレイデータからの遺伝子発現解析の全体像の理解を目的し、実験的手法とアレイインフォマティクスによる解析研究の双方について概略を解説する。特に、発現プロファイルデータを数理的に解析し、生体細胞で働く遺伝子間の関連性を推定する遺伝子ネットワーク推定手法について詳細に説明する。

　　　　　　　　　　　

第11回　12月15日(月)　　小林 哲幸（ライフサイエンス専攻　生命科学領域）

質量分析を基盤にしたメタボローム解析について

生命現象の直接の担い手は各種代謝産物であり、多様な代謝分子の動態を包括的に解析すること（メタボローム解析）は、ゲノム解析やプロテオーム解析と並んで重要であり、最近特に注目されている。本講義では、最新の質量分析技術を駆使した脂質分子の系統的解析手法を例に、メタボローム解析の基本的概念と応用を解説する。

第12回　1月19日(月)　　鈴木 恵美子（ライフサイエンス専攻　食品栄養科学領域）

栄養素の体内動態

ヒトは健康の維持・増進のために必要な栄養素を食事から摂取しているが、栄養素の必要量を考える上で、その体内動態を詳細に解明することは重要である。栄養素の体内動態が、栄養状態の変化などの様々な要因によって変動することを中心に話す予定である。
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